
本が湧きだす

BEST20注文一覧表　　2022年9月末集計より　 ＊ISBNは頭に978-4-87502がつきます。

書名 ISBN 著者 本体 冊数 書店印

1 科学史から消された女性たち 544-3 ロンダ・シービンガー 3800円

2 てづくりノート 547-4 小倉ゆき子 3200円

3 賢治と鉱物 438-5 加藤碵一＋青木正博 3200円

4 平行植物　新装版 435-4 L・レオーニ 2200円

5 公園が主役のまちづくり 539-9 小川貴裕 2000円

6 タオ自然学 108-7 F・カプラ 2200円

合計
注文冊数 冊

7 植物の神秘生活 133-9 トムプキンズ他 3800円

8 身体化された心 354-8 F・ヴァレラ他 2800円

9 江戸博物文庫　花草の巻 481-1 工作舎＝編 1600円 条件

10 桂離宮のブルーノ・タウト 545-0 長谷川 章 3600円

ご担当 様

11 変わり続ける！ シブヤ系まちづくり 523-8 渋谷未来デザイン 2000円

12 しめかざり 488-0 森 須磨子 2500円

13 江戸博物文庫　鳥の巻 480-4 工作舎＝編 1600円 月　　日発注

14 蟲虫双紙 541-2 福井栄一 1700円

15 生命とストレス 284-8  ハンス・セリエ 2200円

16 ヴァンパイアと屍体　新装版 542-9 ポール・バーバー 3200円

17 僕はずっと裸だった 440-8 田中 泯 2300円

18 江戸博物文庫　魚の巻 486-6 工作舎＝編 1600円

19 解體珍書 532-0 福井栄一 1600円

20 十二支妖異譚 522-1 福井栄一 1800円

文芸>古典／人文>民俗学 ご担当者 様　11月下旬 新刊
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受注サイト『BookCellar』でも受付中！

工作舎NEWS #314 工作舎｜11月新刊&BEST20注文書美術 ご担当者 様

▼2冊とも新刊ラインに搬入します。 ▼ 申込締切 10月 25日

▼ 申込締切 11月 1日

十二支外伝 ◉B6判変型フランス装／約440頁
◉予価　本体2400円＋税 
◉ ISBN978-4-87502-550-4  C0039 

◉A5判変型／320頁（カラー48頁含）◉定価　本体3200円＋税 
◉ ISBN978-4-87502-549-8  C1070 

杉浦康平デザインの言葉 第4弾！

出版営業部
〒169-0072
新宿区大久保2-4-12
新宿ラムダックスビル12F
phone:03-5155-8940

fax:03-5155-8941
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10/14、読売新
聞・くらし欄に
て早くも紹介！

人気！   福井
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人気！   福井
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アロマトピア
9月号「植物の
言葉を読み取
る」で紹介

しめかざりシ
ーズン到来

11月上旬 新刊

【著者紹介】杉浦康平（すぎうら・こうへい）
1932年、東京生まれ・東京藝術大学建築学科卒。グラ
フィックデザイナー。2011年秋、武蔵野美術大学美術館・
図書館「杉浦康平・脈動する本」展、デザインアーカイブ
特設サイト「デザイン・コスモス」2021年公開。
◉入手可能な著書 （本体価格）

・『空間のシワ・時間のヒダ』　鹿島出版会　3500円
・万物照応劇場『宇宙を叩く』　工作舎　3600円
・杉浦康平デザインの言葉　工作舎　各2800円
　・1弾『多主語的なアジア』
　・2弾『アジアの音・光・夢幻』
　・3弾『文字の霊力』

10月の新刊『京味の西さん』（ISBN978-4-87502-546-7）は、諸般の事情により発売を見合わせる
ことになりました。ご注文をいただいた書店様、大変申し訳ありません。

十二支になれなかった動物たち
『十二支妖異譚』を上梓して以来、安眠できたこ
とがない。狐、狸、鹿、熊など、十二支の選から漏
れた動物たちが、夜な夜な、入れ代わり立ち代
わり夢枕に現れて、「十二支ばかりにいい顔をし
て、俺たちの話は書かないつもりか」と責めるか
らだ…。十二支になれなかった動物たちの愉し
く、哀しい怪異譚。

【著者紹介】（ふくい・えいいち）
上方文化評論家。1966年、大阪府吹田市出身。上方の
芸能や歴史文化に関する講演、評論活動を精力的に行
い、マスコミ出演も多数。工作舎からは以下の4点が好
評発売中！
・十二支妖異譚（じゅうにしよういたん）　1800円 
・解體珍書（かいたいちんしょ）　1600円
・蟲虫双紙（むしむしそうし）　1700円
・幻談水族巻 （げんだんすいぞくかん）　1700円

福井栄一＝著

十二支外伝
わ

わ

カラー頁より→
「背で見せる、背が語る」

卒寿記念。ブックデザインを語る
「一」冊の本を開けば左右の「二」。パラパラと
めくれば「多」。閉じれば即座に「一」に戻る。
「一即二即多即一」となる本の形態の絶妙。
ブックデザインをテーマに今年90歳を迎えた
著者の言葉を集めました。松岡正剛、鈴木一誌・
戸田ツトム、北川フラムとの対話など収録。
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　・2弾『アジアの音・光・夢幻』
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杉浦康平デザインの言葉 第

本が湧きだす
ISBN978-4-87502-550-4　C0039
予価　本体2400円＋税


